










具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

治水－６

●進捗状況
・琵琶湖浸水想定区域図（平成17年6月10日公表）
http://www.biwakokasen.go.jp/simulation/sinsuisoutei/biwako/index.html

・琵琶湖浸水想定区域設置看板（イメージ）

明治29年9月洪水による
琵琶湖沿岸浸水を想定

琵琶湖ピーク水位
：B.S.L.＋２．５ｍ

琵琶湖浸水想定区域 

ここは、浸水想定区域です。 

明治 29年洪水規模の洪水では、琵琶湖の水

位がこの線まで上昇する恐れがあります。

B.S.L.+2.5m

ここは、○○市○○町です。 

地盤高は B.S.L.+##m(T.P.+##m)です。 

国土 交通省  琵 琶 湖 河 川 事務所  

・琵琶湖河川情報マップ『B-SKY』
http://www.webgis.biwakokasen.go.jp/
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具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

治水－６－１

●個々の整備効果 ※整備のメニューには、具体的な整備内容シート（治水－18）に示す「バイパス水路の活用」も含む。

・現況に対して河道掘削（①）のみを行うことにより、

琵琶湖水位が0.05ｍ下がり、浸水日数が2.8日間減る。

・現況に対して鹿跳で改修（②）のみを行うことにより、

琵琶湖水位が0.06ｍ下がり、浸水日数が3.4日間減る。

・上流（洗堰下流（①）及び鹿跳（②）、バイパス水路(⑤)）完成後、天ヶ瀬及び塔の島の改修を行う（①，②，
③，④，⑤）ことにより、琵琶湖水位が0.09ｍ下がり、浸水日数が3.3日間減る。

また、現在の宇治川・瀬田川の状況に対して、河道掘削（①）、鹿跳（②）、天ヶ瀬（③）、塔の島（④）の改
修、バイパス水路の活用(⑤)を行うことにより、琵琶湖水位が0.16m下がり、浸水日数が12.4日間減る。

ピーク水位（B.S.L.m） 浸水日数（H>0.3）（日）
現況 洗堰下流掘削のみ 効果 現況 洗堰下流掘削のみ 効果

昭和36年6月 洪水1.0倍 0.98 0.93 0.05 22.9 20.1 2.8

ピーク水位（B.S.L.m） 浸水日数（H>0.3）（日）
現況 鹿跳改修のみ 効果 現況 鹿跳改修のみ 効果

昭和36年6月 洪水1.0倍 0.98 0.92 0.06 22.9 19.5 3.4

鹿跳改修のみ
（68.2k～66.7k）

河道掘削のみ
（69.7k～67.8k）

ピーク水位（B.S.L.m） 浸水日数（H>0.3）（日）
上流完成後

天ヶ瀬・塔の島のみ現況 フルメニュー 効果
上流完成後

天ヶ瀬・塔の島のみ現況 フルメニュー 効果
昭和36年6月 洪水1.0倍 0.91 0.82 0.09 13.8 10.5 3.3

上流完成後

天ヶ瀬・塔の島のみ

琵琶湖水位ハイドログラフ（昭和36年6月洪水１．０倍）
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現況
瀬田川下流掘削のみ整備（塔の島現況、天ヶ瀬ダム現況、鹿跳現況、ﾊﾞｲﾊﾟｽ水路現況)

6月23日 25日 30日 5日 10日 15日 20日

+0.98m
+0.93m

20.1日

22.9日

琵琶湖水位ハイドログラフ（昭和36年6月洪水１ ０倍）
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現況
鹿跳バイパスのみ整備（塔の島現況、天ヶ瀬ダム現況、洗堰下流現況、ﾊﾞｲﾊﾟｽ水路現況）

6月23日 25日 30日 5日 10日 15日 20日

+0.98m
+0.92m

19.5日

22.9日

琵琶湖水位ハイドログラフ（昭和36年6月洪水１．０倍）
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現況
天ヶ瀬ダム・塔の島を改修しない場合（天ヶ瀬ダム現況、塔の島現況、ﾊﾞｲﾊﾟｽ水路活用、洗堰下流掘削、鹿跳バイパス）
天ヶ瀬ダム・塔の島を改修した場合（天ヶ瀬ダム再開発、塔の島改修、ﾊﾞｲﾊﾟｽ水路活用、洗堰下流掘削、鹿跳バイパス）

20日6月23日 25日 30日 5日 10日 15日

13.8日

10.5日

+0.82m
+0.91m
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具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

治水－６－１ 4/10

●提案理由（代替案含む）

■琵琶湖沿岸の浸水被害の軽減に対する代替案比較

琵琶湖の高水位による浸水被害を軽減する方法として以下の方法が考えられます。

①制限水位を下げる

・・・琵琶湖の生態系及ぼす影響や利水面の問題から採用は困難

②ダム・遊水地
・・・琵琶湖沿岸の浸水被害を軽減するためのダム・遊水地の設置には、広大な土地
や莫大な予算が必要であり、また、完成までに長期間を有することから採用は困難

③内湖復活

・・・干拓内湖の現状の土地利用や内湖の新たな掘削が必要となることから、代替案
としての採用は困難

④水田貯留

・・・大規模な用地補償が必要となり、また、生産性にも大きく影響することから、代替

案としての採用は困難

⑤森林の整備
・・・洪水時の森林からの総流出量を抑制させて、琵琶湖沿岸の浸水被害を軽減させ
るためには、現状で流域の約７割を占める森林をさらに拡大させる必要があり、土地
利用の観点から代替案としての採用は困難

⑥洗堰の全閉、放流制限を止める

・・・下流の堤防の破堤の危険性が増大し、また、浸水頻度も増大することから採用
は困難

⑦湖岸堤の新設、内水排水ポンプの新設・増強、地上げ
・・・湖岸堤、内水排水ポンプの新設については、水陸移行帯を減少させるため採用は困難。

内水排水ポンプの増強については、設置及び維持コストがかさむ
また、瀬田川から流出させることが出来る量に限界があるため、琵琶湖の浸水被
害を解消 することは出来ない。従って、土地の嵩上げや土地利用規制についても
「水害に強 い地域づくり協議会（仮称）」で議論した上で、個々の関係者の理解と協
力を得 ながら実施していく必要があるが、一定の効果を発現させるためには、長期
の期 間を要します。

以上により、現段階では「瀬田川～宇治川の流下能力増強」が琵琶湖の高水位による浸水
被害の軽減に対して有効であると考えられ天ヶ瀬ダムの放流量を増大させる天ヶ瀬ダム再開
発計画について、調査・検討を行う。

なお、琵琶湖の浸水被害軽減のための代替案とはなり得ないが、以下のことも重要である。

○生物の生息・生育環境として重要な内湖・湿地帯等の再生・復元を目指すため、関係
機関と調整、連携。

○流域内における保水・貯留機能の保全、増大方策として、森林、水田の保全や土地利
用計画の見直しを目指すため、関係機関と調整・連携。

○最先端の気象予測技術の利用

気象予測・洪水予測精度は向上しているが、洪水対応としてダム・堰操作に反映できる
までの精度は得られていないのが現状である。また、琵琶湖においては、流域が非常に
広大なため正確な流域降雨量、流出量を予測することは難しく、さらには、一度水位が
上昇すると低下するまでに長期間を要するという琵琶湖の特徴から、より高い予測精度
が要求され、現状の予測技術では代替できない。





具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

●進捗状況

③天ケ瀬ダム再開発
淀川水系の５ダムの計画について、必要な調査・検討を行い平成17年7月1日にその結
果を踏まえてダムの方針を発表しました。
関係機関と計画内容の確定に向けて調整を実施しているところである。
（ダム－１１～１３を参照）

④宇治川河道掘削
H17年度塔の島地区河川整備に関する検討委員会を設置し、各種代替案を提示した上で
河道掘削による自然環境、景観への影響等について審議中。
第１回委員会：H17年10月 3日開催
第２回委員会：H17年12月14日開催
第３回委員会：H18年 2月12日開催
第４回委員会：H18年3月27日開催予定
今後、塔の島地区河道掘削については、塔の島地区河川整備に関する検討委員会での審
議結果を受け、掘削方法等について決定する予定。
なお、河川整備の進捗状況を踏まえ、「塔の島」地区の河道掘削時期を検討します。
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●委員会等からの意見
【琵琶湖部会】
治水－17とも密接に関連する課題である。すなわち、掘削した河道においては通水能力が
確保されてはいても、出水時の土砂供給によって河床が上昇すれば、事業の効果は発揮で
きない。このことは過去における災害事例に見られるとおりである。したがって、通水能力は、
河床変動の影響を考慮して検討すべきである。

●進捗状況
瀬田川洗堰の放流能力を高めるため、現施設を使用することを基本に、バイパス水路の
活用を検討した。
検討した結果、瀬田川洗堰下流部の河川改修がなされれば、下流の背水を考慮してもパ
イパス水路からの放流は可能であることがわかった。
バイパス水路の現施設(流量調節ゲート、制水ゲート)は、利水専用施設であり洪水時には
使用しないものである。そのため、洪水調節ゲートとして使用するためには制水ゲート等の改
良工事が必要となる。

●今後の見通し等
今後、ゲート構造、旧堰への影響等の調査検討を引き続き実施。
なお、利水専用施設を洪水時に使用するためには、施設の所有者である水資源開発機構
を始め、下流利水者等との調整が必要である。


